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	第１節　企業部門の投資・支出行動の特徴とその背景
	１　企業収益の改善と投資・支出行動
	（企業収益は、交易条件の改善と固定費の抑制により改善）
	（労働分配率は、生産性向上と比べ賃金上昇が弱いことから、低下傾向）
	（配当金は当期純利益と並行して増加しており、内部留保も増加）
	（企業部門は貯蓄超過）
	（資金運用は国内投資から海外Ｍ＆Ａに、資金調達は借入から自己資本にシフト）
	（我が国のＲＯＡは上昇しているものの、欧米対比ではなお低い）

	２　企業の内部資金と投資行動
	（企業の内部資金の使途は、国内投資からＭ＆Ａを含む広義の投資にシフト）
	（中長期的な成長のためには、設備投資や研究開発がなお重要）

	３　企業の賃金決定行動の背景
	（収益改善と賃金上昇の関係性が薄れている）
	（近年、人手不足に直面する企業では、賃金が上昇していない可能性）


	第２節　企業の成長に向けた取組と好循環の確立に向けて
	１　新たな需要の取り込みや成長分野への取組の状況
	（半導体関連製造業は、世界的な半導体市場の拡大により高収益）
	（化学工業は、リチウムイオン蓄電池などの部材需要の取り込みを企図）
	（食料品製造業は、健康志向の高まりを受けて、設備投資や研究開発を積極化）
	（運輸業では、電子商取引の増加による市場規模の拡大が見込まれる）

	２　インバウンド消費の増加による好影響
	（訪日外国人数は堅調に増加、一人当たり消費額は横ばいで推移）
	（化粧品のインバウンド消費拡大により、化学工業の生産・輸出が増加）
	（訪日外国人の交通費消費額は、鉄道を中心に増加傾向）

	３　海外で稼ぐ力の強化
	（積極的な海外進出により、海外需要を取り込み）
	（情報関連財や資本財を中心とする競争力の高い財を輸出）
	（対外直接投資の増加により、対外収益率も高まっている）
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